
　接種希望の方で、１回目及び２回目
の接種をまだ受けられていない方は、
いきいき健康課ワクチン接種係までお
問い合わせ下さい。

問 ☎ 0556-42-7173

町では希望する全ての方への町では希望する全ての方への

ワクチン接種を進めていますワクチン接種を進めています

新型コロナ

ワクチン情報

接
種
済
証

接
種
済
証
はは
捨捨
て
ず
に

て
ず
に
保
管
保
管
をを
！！

　ワクチンを接種された方は、接種券に記載され
た新型コロナウイルスワクチン予防接種済証（臨時）
や接種記録書（医療従事者等）により、接種済で
あることが証明されます。
　予防接種済証、接種記録書には、ワクチン接
種をした日、接種会場が記載されています。また、
接種したワクチンのシールが貼付けされています。
　それらが接種の証明となります、大切に保管し
て下さい。

　新型コロナウイルスワクチン接種済証明願兼証
明書に必要事項を記入のうえ、必要書類を添付し、
市川三郷町役場ワクチン接種係窓口（六郷庁舎内）
または福祉支援課窓口（本庁舎内）、もしくは郵送
にて申請して下さい。

※�申請書は、町ホームページ、またはワクチン接種
係窓口でお渡ししています。

　接種済証を紛失し、接種済み
であることの証明が必要な場合に
限り、交付可能です。
※申請が必要です。

もしなくしたら、、、？もしなくしたら、、、？

・新型コロナウイルスワクチン接種済証明願兼証明書
・本人確認書類の写し
※�氏名と返送先住所が記載された物

　（運転免許証または健康保険証等）
・�返信用封筒（８４円切手を貼付）

　（本人確認書類と同一の返信先住所を記載）
・�接種記録書の写し

　（医療従事者等で保有している場合）

書類の郵送先・注意点書類の郵送先・注意点 　接種済証の交付は、即日発行できません。
郵送で交付しますので、返信用封筒（８４円切
手貼付け、返信先住所記載）をご用意下さい。

追
加
接
種

追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）

（
３
回
目
接
種
）
のの

準
備
準
備
をを
進進
め
て
い
ま
す

め
て
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

（
３
回
目
接
種
）
の
実
施
に
つ
い
て
、
国

か
ら
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
川
三
郷
町
に
お
い
て
も
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
、
接
種
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報

紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●�

対
象
者

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
２
回
目
の
接

種
を
終
了
し
た
日
か
ら
、
概
ね
８
カ
月

を
経
過
し
た
方

●
開
始
時
期

　

令
和
３
年

１２
月
か
ら
順
次
開
始
予
定

※�

対
象
者
に
は
、
３
回
目
接
種
の
時
期
に

応
じ
て
、
事
前
に
町
か
ら
接
種
に
必
要

な
書
類
等
を
郵
送
し
ま
す
。

■問い合わせ
町いきいき健康課ワクチン接種係
☎０５５６- ４２-７１７３

（平日８：３０～１７：１５）
FAX ０５５６- ３２-２８８７

〒４０９－３２４４　市川三郷町岩間４９５番地

　市川三郷町役場ワクチン接種係 宛

注
意
点

注
意
点

郵
送
先

郵
送
先

接種接種はは
おお済済みですかみですか？？

☟
最
新
情
報
を
調
べ
る

ワ ク チ ン 情 報

申請方法 申請方法 －接種済証の再発行－－接種済証の再発行－

必要書類必要書類

大切に保管して下さい大切に保管して下さい
　

こ
の
た
び
、
市
川
三
郷
町
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
遠
藤
浩
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
町
政
執

行
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
、
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
市
川
三
郷
町
は
重
要
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず

は
町
民
の
皆
さ
ま
、
関
係
の
皆
さ

ま
か
ら
の
信
頼
回
復
の
た
め
、
ク

リ
ー
ン
な
行
政
運
営
を
推
進
し
、

新
し
い
町
政
の
実
現
に
全
力
で
取

り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
住
ん
で
い
る
人
が

地
域
を
愛
し
、
地
域
を
誇
り
、
地
域

に
暮
ら
す
意
義
を
実
感
で
き
る
住
民

本
位
の
「
住
み
心
地
の
良
い
町
」
日

本
一
を
目
指
し
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
外

部
目
線
と
経
営
的
視
点
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
で
公

平
な
行
財
政
の
運
営
を
行
い
地
域

経
済
ま
で
視
野
に
入
れ
た
「
新
し

い
地
域
経
営
」
を
実
践
し
、
町
民

に
利
益
還
元
し
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
発
展
の
最
重
要
課
題
と
捉
え
て

い
る
の
が
「
人
材
育
成
」
で
す
。
乳

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世

代
が
、
自
分
ら
し
さ
を
最
大
限
に
活

か
す″
自
分
力
〟
向
上
の
政
策
を
講

じ
る
と
共
に
、地
域
愛
醸
成
の
た
め
、

歴
史
・
伝
統
・
文
化
、
産
業
な
ど
を

学
ぶ″
地
域
学
〟
を
推
進
し
ま
す
。

　

同
時
に
、
国
際
化
、
情
報
化
の
進

展
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
と
し

て
、話
せ
る
英
語
教
育
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
先
進
的

な
少
人
数
教
育
推
進
を
本
町
の
人
材

育
成
施
策
の
特
色
と
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
住
み
心
地
の
良
い
町
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
愛
着
の
持
て
る
町

で
あ
る
こ
と
、
快
適
な
生
活
環
境
が

整
っ
て
い
る
こ
と
、
活
気
に
あ
ふ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
必
要
な
視
点
で

す
が
、
安
ら
ぎ
、
憩
い
、
安
心
な
ど

心
身
が
休
ま
る
地
域
で
あ
る
こ
と
も

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
す
。

　

歴
史
・
伝
統
・
文
化
、
産
業
な
ど

の
宝
庫
で
あ
る
本
町
は
、
自
然
の
恵

み
を
い
た
だ
き
人
間
性
を
開
放
に
導

き
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

資
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

具
現
化
す
る
た
め
の
施
策
、
富
に
結

び
付
け
て
い
く
展
開
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
基
本
に
新
生

市
川
三
郷
町
の
行
政
運
営
か
ら
地

域
経
営
へ
と
幅
広
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

遠え
ん
ど
う藤　

浩ひ
ろ
し

【
主
な
経
歴
】

Ｈ
１５
・
５
～
Ｈ

１７
・
９
市
川
大
門
町
議
会
議
員

Ｈ
１７
・

１０
～
Ｈ

２５・
９
市
川
三
郷
町
議
会
議
員

Ｈ
２５
・

１０
～
Ｒ
３・

１０
山
梨
県
議
会
議
員

Ｒ
３
・

１０
～  　
　
　

市
川
三
郷
町
長

住
み
心
地
の
良
い
町
を

実
現
す
る
た
め
に

「
新
た
な
町
政
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」

遠藤町政スタート
　市川三郷町長選挙が１０月２６日　市川三郷町長選挙が１０月２６日

告示され、遠藤浩氏のほかに立告示され、遠藤浩氏のほかに立

候補の届け出がなく、遠藤氏が無候補の届け出がなく、遠藤氏が無

投票で当選人と決定されました。投票で当選人と決定されました。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
教
育
長
賞

■
山
梨
県
教
育
長
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■■
市
川
三
郷
町
教
育
長
賞

市
川
三
郷
町
教
育
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
山
梨
放
送
賞

■■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

中込  和希中込  和希
（甲府南中３年）（甲府南中３年）

小野  結楓小野  結楓
（韮崎小６年）（韮崎小６年）

■■
大
会
大
賞

大
会
大
賞樋口  七鳳樋口  七鳳（（甲府南高校甲府南高校）） 韓  海 斗韓  海 斗（（山梨学院中２山梨学院中２年年））

第第 2727 回回
大門碑林大門碑林
全国書道展全国書道展
入選入選作品作品

（敬称略）（敬称略）

（
第
１
部
）

（
第
２
部
）

　　

今
年
で

今
年
で
2727
回回
目
の
開
催
と
な
っ
た

目
の
開
催
と
な
っ
た

大
門
碑
林
全
国
書
道
展
の

大
門
碑
林
全
国
書
道
展
の
入
賞
作
品

入
賞
作
品

が
出
揃
い
ま
し
た

が
出
揃
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら

。
全
国
か
ら
３
，
３
，

０
５
８
点

０
５
８
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
１１

部部（
幼
児

（
幼
児
～～
中
学
生

中
学
生
））で
は
で
は
韓韓か
ん
か
ん  

海海か
い
と

か
い
と斗斗

ささ

んん
、
第
、
第
２２
部部（
高
校
生
以
上

（
高
校
生
以
上
））で
は
で
は
樋樋

口口
七七な

お

な

お鳳鳳
さ
ん
が
、
み
ご
と
大
賞
の
栄

さ
ん
が
、
み
ご
と
大
賞
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
大
会
大
賞
の
作

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
大
会
大
賞
の
作

品
は
大
門
碑
林
公
園
内
に
刻
碑
さ
れ
、

品
は
大
門
碑
林
公
園
内
に
刻
碑
さ
れ
、

永
久
永
久
保
存
保
存
さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
教
育
長
賞

■
山
梨
県
教
育
長
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■■
市
川
三
郷
町
教
育
長
賞

市
川
三
郷
町
教
育
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
山
梨
放
送
賞

■■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

河野  龍平河野  龍平
（山梨小５年）（山梨小５年）

青山  美月青山  美月
（栄小４年）（栄小４年）

藤原  くるみ藤原  くるみ
（甲陵中１年）（甲陵中１年）

樋口  友梨奈樋口  友梨奈
（田富北小３年）（田富北小３年）

佐野  心結佐野  心結
（玉穂南小２年）（玉穂南小２年）

内田  佳花内田  佳花
（敷島南小１年）（敷島南小１年）

田中  衣織田中  衣織
（みかさこども園）（みかさこども園）

大代  紀永大代  紀永
（東京都世田谷区）（東京都世田谷区）

雨宮  友那雨宮  友那
（山梨大学）（山梨大学）

韓  七 海韓  七 海
（北京アカデミー高校）（北京アカデミー高校）

伊丹  千春伊丹  千春
（甲州市）（甲州市）

中嶋  淳子中嶋  淳子
（甲斐市）（甲斐市）

宮川  怜郁宮川  怜郁
（笛吹市）（笛吹市）

山田  春光山田  春光
（静岡県浜松市）（静岡県浜松市）

武井  祐香武井  祐香
（市川三郷町）（市川三郷町）

赤澤  結衣赤澤  結衣
（甲府商業高校）（甲府商業高校）

問問  町教育委員会生涯学習課 ☎ 055-272-6094町教育委員会生涯学習課 ☎ 055-272-6094

�

▼
書
道
展
の
結
果
は
こ
ち

ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

健
康
づ
く
り
に

心
掛
け
て
い
る
こ
と

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
教

え
て
く
れ
た
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

心
が
け
て
い
る
こ
と
を
一
部
紹
介
し

ま
す
。

■�

い
き
い
き
百
歳
体
操
・
で
き
じ
ゃ
ん

体
操
・
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
る
。

■
夫
婦
で
散
歩
を
し
て
い
る
。

■�

家
庭
菜
園
・
植
木
・
畑
・
草
取
り
を

行
っ
て
い
る
。

■
毎
日
３
食
手
作
り
す
る
。よ
く
食
べ
る
。

■
趣
味
を
楽
し
む
。

■
定
期
的
に
歯
医
者
に
通
っ
て
い
る
。

■�

毎
日
１
日
３
回
き
ち
ん
と
歯
を
磨
い
て

い
る
。

受賞受賞おめでとうございますおめでとうございます

日頃日頃からのからの健康健康づくりにつとめるづくりにつとめる
　毎年 11 月に開催される「いちかわみさと健康と福祉のつどい」では「虫歯のない５歳児」

「90 歳以上で自他共に認める健康づくり実践者」、80 歳以上で自分の歯が 20 本以上ある
「８０２０表彰」などの表彰を行っています。

　今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、表彰式を開催することはできません
でしたが、日頃より健康づくりにつとめる表彰者の皆さまを紹介します。

相
あ い ざ わ

澤　愛
ま な と

斗 さん　　赤
あ か い け

池　蒼
そ う ま

馬 さん

秋
あ き や ま

山　月
る の ん

音 さん　　芦
あ し ざ わ

沢　大
だ い き

輝 さん

網
あ み の

野  光
ひかり

 さん　　新
あ ら い

井ひかり さん

石
い し あ い

合かれん さん　　市
い ち か わ

川　真
し あ

愛 さん

市
い ち か わ

川  粋
す い

 さん　　一
い ち の せ

瀬　純
じ ゅ ん や

矢 さん

一
い ち の せ

ノ瀬璃
り の

音 さん　　上
う え の

野　莉
り く

來 さん

蛯
え び は ら

原　大
ひ ろ と

翔 さん　　荻
お ぎ さ わ

澤　千
ち な つ

夏 さん

長
お さ だ

田　彩
あ や な

愛 さん　　小
お ざ わ

澤　凛
り こ

心 さん

加
か が み

賀美太
た い ち

一 さん　　笠
か さ い

井　咲
さ き

希 さん

笠
か さ い

井　祐
ひ ろ か つ

克 さん　　片
か た だ

田　大
た い が

賀 さん

神
か み い し

石　陽
ひ よ り

愛 さん　　河
か わ ら さ き

原﨑優
ゆ き な

希奈 さん

岸
き し も と

本　慶
け い

依 さん　　河
こ う の

野　紗
さ ゆ

由 さん

木
こ ぐ れ

暮　佐
さ み

実 さん　　小
こ じ ま

島　優
ゆ う

佑 さん

小
こ ば や し

林　彩
あ や と

人 さん　　齋
さ い と う

藤　結
ゆ い と

斗 さん

酒
さ か い

井　那
な お

於 さん　　酒
さ か い

井　佑
ゆ う か

佳 さん

佐
さ く ま

久間陽
ひ な た

向 さん　　櫻
さ く ら い

井　心
こ は る

春 さん

佐
さ さ き

々木壮
そ う た

太 さん　　佐
さ の

野　陽
ひ か り

光 さん

佐
さ の

野　陽
ひ い ろ

彩 さん　　塩
し お じ ま

島　大
た い せ い

晴 さん

志
し む ら

村そのか さん　　志
し む ら

村美
み の り

乃里 さん

シルバタダシ さん　　武
た け い

井　咲
さ ら

空 さん

田
た じ ま

島  光
ひかり

 さん　　立
た ち か わ

川　拓
た く し

志 さん

丹
た ん ざ わ

澤　昇
あ さ ひ

陽 さん　　丹
た ん ざ わ

沢  詢
しゅん

 さん

丹
た ん ざ わ

沢  輝
ひかる

 さん　　丹
た ん ざ わ

澤　茉
ま ひ ろ

浩 さん

丹
た ん ざ わ

沢　理
り お ん

音 さん　　畑
は た か わ

川  心
こころ

 さん

深
ふ か さ わ

澤　和
か の ん

暖 さん　　古
ふ る や

屋　龍
た つ ま

馬 さん

村
む ら ま つ

松　愛
あ い る

瑠 さん　　望
も ち づ き

月　碧
あ お と

人 さん

望
も ち づ き

月　瑛
あ き と

心 さん　　望
も ち づ き

月　奏
か な と

音 さん

山
や ま も と

本　ゆい さん　　依
よ だ

田　拓
た く み

己 さん

依
よ だ

田　優
ゆ う か

香 さん　　依
よ だ

田侑
ゆ み と

未人 さん

依
よ だ

田　凛
り ん か

花 さん　　　　　　　 　　

長
お さ だ

田　昭
あ き え

江 さん（大　　塚）　　渡
わ た な べ

邉　義
よ し お

雄 さん（市川大門）

渡
わ た な べ

邉たま江
え

 さん（市川大門）　　青
あ お や ぎ

栁　重
し げ よ

代 さん（市川大門）

今
い ま む ら

村　重
し げ は る

治 さん（印　　沢）　　塩
し お ざ わ

澤　一
か ず い ち

一 さん（岩　　間）

望
も ち づ き

月　和
か ず み

美 さん（岩　　間）　　　　　　　　 　　　　　

８０２０８０２０表彰者表彰者

小
こ ば や し

林  崇
たかし

 さん（上　　野）　　小
こ ば や し

林　章
し ょ う じ

次 さん（上　　野）

渡
わ た な べ

邉　明
あ き い ち

一 さん（上　　野）　　土
ど ば し

橋　一
か ず の り

紀 さん（市川大門）

新
に い じ ま

島眞
ま き お

紀夫 さん（市川大門）　　中
な か む ら

村　三
み と し

俊 さん（市川大門）

芦
あ し ざ わ

沢紀
き ち こ

千子 さん（市川大門）　　村
む ら ま つ

松ハツヱ さん（印　　沢）

河
こ う の

野　一
か ず え

枝 さん（下大鳥居）　　　　　　　　　 　　　　　　

虫歯のない５歳児虫歯のない５歳児

感染症に負けない感染症に負けない
健康づくりに健康づくりに
励みましょう！励みましょう！

９０９０歳以上自他共に認める健康づくり実践者歳以上自他共に認める健康づくり実践者

健
康
健
康
とと
福
祉
福
祉
表
彰
表
彰
者者今今

廻
片

今今

廻
片 芦

土
犬

土

問問  町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114
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冬
は
凍
結
な
ど
に
よ
り
宅

内
で
の
漏
水
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　

宅
内
で
の
漏
水
が
発
生
し

た
ら
水
道
工
事
指
定
店
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

含
む
宅
内
の
水
道
管
は
使

用
者
の
管
理
で
、
漏
水
修
理

費
用
も
、
個
人
負
担
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
検
針
に
支

障
の
な
い
よ
う
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
は
き
れ
い
に
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

※
宅
内
水
道
管
と
は
、
第
１

止
水
栓
が
あ
る
場
合
に
は
、

第
１
止
水
栓
の
後
ろ
か
ら
、

な
い
場
合
に
は
第
2
止
水
栓

を
含
め
た
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
宅
地
内
に
敷

設
さ
れ
た
水
道
管
で
す
。

問
町
生
活
環
境
課
上
水
道

係
・
簡
易
水
道
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
２

道路 水道メーター
ボックス

水道メーター第２止水栓

給水管

配水管 第１止水栓

宅内水道管
第１止水栓がある場合
宅内水道管

第１止水栓がない場合水道管のイメージ

凍結と漏水にご注意を！凍結と漏水にご注意を！

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
、

実
践
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
う
道
路

の
渋
滞
や
心
理
的
な
慌
た
だ
し
さ
、
飲
酒

の
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
様
々
な
要
因
が

重
な
り
合
っ
て
交
通
事
故
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
12
月
１
日
㈬
～
31
日
㈮
ま
で

の
31
日
間
を
「
年
末
の
交
通
事
故
防
止

県
民
運
動
」
と
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と
り

に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
促
し
、
交
通
事
故
の
防
止

を
図
り
ま
す
。

　

今
年
の
県
下
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状

況
は
、
負
傷
者
数
に
つ
い
て
は
昨
年
と
同

水
準
で
発
生
し
て
お
り
、
発
生
件
数
、
死

者
数
は
昨
年
に
比
べ
て
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。（
８
月
31
日
現
在
）

　

ま
た
５
月
か
ら
８
月
の
間
に
検
挙
さ
れ

た
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
は
０

件
（
前
年
比
同
数
）、負
傷
事
故
件
数
は
13

件
（
前
年
比
３
件
増
）、
飲
酒
運
転
違
反

は
95
件
（
前
年
比
40
件
増
）
と
増
加
傾
向

に
あ
り
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
い
う
目
標

に
は
ま
だ
ま
だ
到
達
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
に

交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

努
め
ま
し
ょ
う
！！！！

問
町
防
災
課
☎
０
５
５（
２
７
２
）１
１
７
５

山
梨
県
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

山
梨
県
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

✓
飲
酒
運
転
の
根
絶

　「
飲
酒
運
転
四
な
い
運
動
」
の
徹
底

① 

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

② 

運
転
す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い

③ 

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

④ 

酒
飲
み
運
転
を
許
さ
な
い

✓
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
活
用

　
の
徹
底
と
反
射
材
使
用
の
推
進

①�

12
月
は
午
後
４
時
に
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯

②�

道
路
環
境
・
対
向
車
に
配
慮
し
、
こ
ま
め
な

切
り
替
え
に
よ
る
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

③�

悪
天
候
時
や
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯

④�

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
反
射
材
用
品
等

の
活
用
と
明
る
い
色
の
服
装
を
着
用

事
故
防
止

事
故
防
止
のの
重
点
目
標

重
点
目
標

✓
高
齢
者
・
子
ど
も
の
安
全
な
通
行
の
確
保

　
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　「
３
る
ー
る
励
行
運
動
」
の
徹
底

①
『
見
る
』

　  

目
に
よ
る
安
全
確
認
を
励
行
す
る

②
『
止
ま
る
』

　  

一
時
停
止
の
徹
底
、
黄
信
号
で
侵
入
し
な
い

③
『
ゆ
ず
る
』

　  

ゆ
ず
り
合
い
の
精
神
に
徹
す
る

　「
思
い
や
り
運
転
」

　山梨県では、次の方を対象に自動車燃料費の助成
を行っています。令和３年１月から１２月使用の自動
車燃料費が対象です。

【対象者】自動車税または軽自動車税（二輪車を除く）
の減免を受けている方、または年度途中において減免
の条件に該当し、翌年度から軽自動車税の減免を受け
ることができる方で▷身体障害者手帳１級または２級
の方▷療育手帳Ａ判定の方▷戦傷病者手帳特別項症第
１項症または第２項症に該当する方▷当該心身障害者
と生計を一にしている方※山梨ナンバー以外は対象外

【申請用紙】峡南保健福祉事務所（ホームページからダ

ウンロード可）・町役場福祉支援課・三珠支所・六郷支所・
社会福祉協議会にあります。

【申請方法】領収書（請求者の氏名・販売店の印があるもの）
または、支払い証明書を添付し、持参及び郵送

【受付期間】１２月１５日水～令和４年２月４日金
※持参の場合事前予約をして下さい。
　午前９時～午後５時（正午から１時間は不可）

※郵送の場合２月４日消印有効　※役場受付不可
【提出先・問い合わせ】峡南保健福祉事務所 福祉課
（〒４００- ０６０１南巨摩郡富士川町鰍沢７７１-２南巨摩
合同庁舎１階）☎０５５６-２２- ８１４５

障害者の方へ自動車燃料費を助成します障害者の方へ自動車燃料費を助成します

確定申告確定申告はは電子申告電子申告がが簡単・便利簡単・便利
　町では、例年２月中旬より申告相談会を開催しております。新型コロナウイ　町では、例年２月中旬より申告相談会を開催しております。新型コロナウイ
ルス感染症対策の観点から混雑を軽減するため、国税電子申告・納税システムルス感染症対策の観点から混雑を軽減するため、国税電子申告・納税システム

（e-Tax）を利用し、パソコン・スマートフォンからの申告をお勧めしています。（e-Tax）を利用し、パソコン・スマートフォンからの申告をお勧めしています。
是非この機会にご利用下さい。是非この機会にご利用下さい。

電子申告電子申告ののメリットメリット

問問鰍沢税務署☎ 0556-22-3191鰍沢税務署☎ 0556-22-3191

■申告期間中２４時間いつでもご自宅から申告ができます。（訂正申告も簡単）
■所得税還付申告の場合、早めに還付されます。（約３週間）
■各種控除証明書など、一定の書類添付を省略することができます。
■６５万円の青色申告特別控除が受けられます。

確定申告書
作成コーナーは
こちらから

e-Tax は
こちらから

償却資産（固定資産税）の
申告をお願いします

資
産
税
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

償却資産とは
事業のために用いる構築物、機械及び装置、フォー
クリフトなどの運搬具、工具・器具及び備品など

【申告期限】令和４年１月31日月

　固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産も課税の対

象となります。町内で事業を営んでいる方で償却資産を所有
している方、または町内の事業者に償却資産を貸し付けてい
る方は、令和４年１月１日現在所有の償却資産について町へ
申告していただくことになります。（地方税法第 383 条）
　本町では税務課窓口や郵送による提出のほかに、eL TAX

（エルタックス）を利用した電子申告が可能です。電子申告
の詳細については、町ＨＰ（http://www.town.ichikawamisato.

yamanashi.jp）の暮らしの情報「税」コーナーをご覧下さい。
【提出先・問い合わせ】
町税務課資産税係☎ 055-272-1104（内線 142）

※事業用太陽光発電設備も申告の対象となり
ます。（住宅用でも、発電出力１０ｋｗ以上の設
備は、売電事業用の資産となりますので、ご注
意下さい）

➊➊ �国 税 庁ホームページ 確 定申告 書 等 作成 �国 税 庁ホームページ 確 定申告 書 等 作成
コーナーへアクセスコーナーへアクセス

必要なもの必要なもの
【マイナンバーカードをお持ちの場合】

IC カードリーダライタまたはマイナンバー
カード読み取り対応スマートフォン

【マイナンバーカードをお持ちでない場合】

電子申告用の ID・パスワード
鰍沢税務署５分程で発行

本人確認書類を持参

電
子
申
告
の
流
れ

電
子
申
告
の
流
れ

➋�➋� 画面の案内に従い入力すると税額等が自動 画面の案内に従い入力すると税額等が自動
計算され、確定申告書が作成される計算され、確定申告書が作成される

➌�➌� 作成した確定申告書を e-Tax で送信 作成した確定申告書を e-Tax で送信
※�印刷して税務署に郵送することも可能ですが、控除証明書等

の添付書類が必要です。

町組織及び職員意識
改善検討委員会

　現職町長や議員の逮捕という事案が発生し、町
の信頼は大きく失われました。検討委員会は今事
案を重く受け止め協議を続けております。
　現在も課題解決に向け、鋭意推進中です。中間
報告としてこれまでの取り組みなどをお知らせ致
します。

詳しい内容はこちらからご覧いただけます。
今後もこのページに更新していきます。

町ホームページ▶

問問町総務課☎ 055-272-1102町総務課☎ 055-272-1102

中間報告 指名競争入札参加者の資格及び選定要綱の改正

▷指名会議構成員や指名選考依頼書様式の見直しなど

入札予定価格等公表要領の改正

▷指名業者の事前公表を廃止し、事後公表のみとする

▷要領についても全体の見直し

▷町ホームページでの公表内容の見直し など

　以上について、協議を進めており、県の指導助言な
ども頂く中で取り組んでまいります。
　加えて、再発防止と失われた信頼を取り戻すために
も、職員のみならず、外部有識者による専門的知見か
らの信頼度と精度の高い対応策の提案を頂くべきと考
え、外部有識者による「第三者委員会」を組織して頂
くことを遠藤町長に提言しました。
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